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昭
和
4
年
度
の
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
は
第
訂
J
臼
次
に
わ
た
り
実
施
し
た
。

第
訂

-m
l臼
次
調
査
は
平
城
宮
資
料
館
及
び
収
蔵
庫
の
新
営
に
伴
う
調
査
で

あ
り
、
第
必
次
調
査
は
唐
招
提
寺
講
堂
の
前
身
と
推
定
さ
れ
る
第
2
次
朝
堂
院
東

朝
集
殿
の
規
模
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
川
日
次
調

査
は
宮
内
北
方
の
民
家
密
集
地
内
で
の
現
状
変
更
に
関
わ
る
小
規
模
な
調
査
で
、

特
に
重
要
な
遺
構
が
で
な
か
っ
た
の
で
報
告
を
割
愛
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
団

次
、
地
区
名
、
期
間
、
面
積
に
つ
い
て
は
第
1
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
仰

-m
l目
次
発
掘
調
査

宮
城
西
方
官
街
地
区

調
査
地
は
宮
の
西
面
北
門
と
中
門
の
聞
で
、
西
面
大
垣
の
内
側
に
沿
う
南
北
約

z
o
m
、
東
西
約

H
o
o
m
の
区
域
で
あ
る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
掘
立
柱
建
物

M
棟、

柵
3
条
、
築
地
2
条
、
溝
3
条
、
井
戸
1
基
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺

構
は
、
柱
穴
の
重
複
関
係
、
柱
間
寸
法
、
建
物
の
配
置
関
係
な
ど
か
ら
み
て
、
少

く
と
も
A

・B
-
C
の
3
回
に
わ
た
る
造
営
期
が
考
え
ら
れ
る
。
発
見
遺
構
の
規

模
、
柱
間
寸
法
な
ど
に
つ
い
て
は
第
2
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

A

期

こ
の
地
域
に
大
規
模
な
造
営
が
行
な
わ
れ
た
時
期
で
、
こ
の
期
の
遺
構
と
し
て

は
築
地
2
条
、
掘
立
柱
建
物

8
棟
、
柵
2
条
、
構
2
条
な
ど
が
あ
る
。

平

城

宮

跡

発

掘

調

査

部

調
査
地
域
西
端
で
検
出
し
た
南
北
築
地

ω
〉
5
0
0
は
、
第
お
次
調
査
で
発
見
し
た

宮
の
西
を
限
る
大
垣
の
北
延
長
部
分
に
あ

た
る
。
こ
の
西
大
垣
の
東
日
m
に
あ
る
南

北
柵

ω
〉

8
8も
す
で

に
第
お
次
調
査
で

検
出
し
た
も
の
の
北
延
長
部
で
あ
り
、
今

回
8
間
分
を
検
出
し
た
が
な
お
北
に
延
び

て
い
る
。

調
査
地
域
東
部
で
は

ω
〉

ω
g
o
の
東
へ

M
m
へ
だ
て
た
と
こ
ろ
に
南
北
柵

ω
〉

3
8を
検
出
し
た
。
こ
の
柵
は
今
田
町
間

分
を
検
出
し
た
が
、
南
北
両
端
と
も
調
査

地
域
外
に
延
び
て
お
り
、
そ
の
全
規
模
は

不
明
で
あ
る
o

こ
の
柵
か
ら
東
7
m
の
と

こ
ろ
で
、

北

か
ら
南
に
流
れ
る
溝
ω
0

3
8が
平
行
し
て
お
り
、
こ
の
溝
は
調
査

地
域
の
北
よ
り
で
東
に
曲
り
、
第
訂
次
調

査
で
検
出
し
た
東
西
構

ω
U
m出
回
と
連

調査期間昭和年月日

33.0a 

48 6AAW-B 6AAX← A 43. 5. 23 ~ 43. 10. 1 19.8a 

49 i 6ADA-(二 43.6. 3 ~ 43. 7.30 7.2a 

50 6ADD-M.N.P.Q 43. 7. 12 ~ 43. 10.15 33.0a 

51 6ADD-L.M.O.P 43. 9. 7 ~ 43. 12.27 37.6a 

I 52 6ADC-H.K.M.N 43.11. 18 ~ 44. 2.26 35.0a 

| 発掘面積区地査調
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な
っ
て
い
る
。
な
お
、
調
査
地
域
東
北
端
で
は
、
柵
∞
〉

g
g
か
ら
東
日

m
の

と
こ
ろ
で
幅
3
m
の
南
北
の
築
地
∞
〉

2
8
を
検
出
し
た
。
こ
の
築
地
と

ω
ロ

印ω
目
印
と
の
交
点
に
は
、
木
組
の
暗
渠
が
設
け
ら
れ
、
築
地
は
さ
ら
に
南
へ
延
び
て

い
る
。
こ
の
築
地
の
東
と
西
に
隣
接
し
て
北
か
ら
南
に
流
れ
る
溝

ω
ロ

2
2
と

∞
ロ
2

U

N

が
あ
り
、
∞
ロ
色
町
N

は

ω
ロ
日
ωH
日
に
注
ぎ
こ
ん
で
い
る
。

建
物
は
す
べ
て
、

2
条
の
南
北
柵

ω
〉

8
8
と
∞
〉
呂
町
C

と
に
よ
っ
て
区
画

さ
れ
た
地
域
内
の
周
縁
部
に
建
て
ら
れ
、
中
央
部
に
広
い
空
地
が
残
る
よ
う
に
配

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
区
画
の
西
南
部
に
お
い
て
は
∞
〉

8
8か
ら
東
3
m
の
と

こ
ろ
に
柵
と
平
行
し
て
、
南
北
棟

ω
回
ω
∞U
C

と
さ
ら
に
東
川
口

m
の
と
こ
ろ
に
南

北
棟
∞
∞
2
0
0
が
あ
る
。
∞
回

ωgcの
南
半
部
は
す
で
に
第
お
次
調
査
で
検
出
し

て
お
り
、
今
回
の
調
査
で
全
規
模
が
明
ら
か
と
な
り
、
桁
行
日
間
、
梁
行

2
間
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
∞
回
2
0
0
は
桁
行
時
間
、
梁
行

2
聞
の
規
模
を
も
つ
も

の
で
、
∞
回

ωgoと
南
妻
を
そ
ろ
え
た
ほ
ぽ
同
大
の
建
物
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

建
物
は
桁
行
中
央
部
に
間
仕
切
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

東
辺
中
央
部
で
は
、
柵
∞
〉

g
gか
ら
西
日
・
日

m
の
と
こ
ろ
に
南
北
棟

ω
回

g
g
・
ω
ロ
3
8
を
検
出
し
た
。
こ
の

2
棟
は
梁
行
柱
間
寸
法
が
少
し
異
な
る

が
、
桁
行
2
間
分
は
な
れ
て
南
北
に
建
ち
、
こ
の

2
間
分
の
聞
に
も
柱
穴
が
あ
る

の
で
、
こ
の

2
棟
は
棟
続
き
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
こ
の
建
物

の
桁
行
は
四
聞
と
い
う
長
い
も
の
に
な
る
。

北
方
で
は
、
南
北
棟
印
国

2
8
を
検
出
し
た
。
こ
の
建
物
の
東
側
柱
列
よ
り

3
m
東
に
よ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
小
柱
穴
が
日
間
分
南
北
に
な
ら
び
、
こ
の
柱
穴
列

の
南
端
は
∞
∞
色
一
1
0

の
南
妻
と
そ
ろ
い
、
ま
た
こ
の
建
物
の
柱
筋
と

1
間
お
き

12i時期|遺 構 I柱間数 i町往布間寸棄有法I備 考
A S A1600 西面大垣

61 " S B3690 15x2 2.7 2.7 南北棟
11 S A3680 2.6 南北柵
AI" S A5950 2.6 南北柵
DI I/ S B5955 8x2 2.4 2.9 南北棟

C " S B5956 2.7 南北一棟

" S D5960 
深幅さ d.6m 
3.0m 

" S B6100 16x2 2.38 2.4 南北棟
" SA6150 築 地
11 S D6151 

"1 " S D6152 

" S B6170 6x2 4.2 3.0 南北棟
" S B6177 3xl 4.2 4.5 南北棟
" S B6180 5x2 4.2 4.2 東西棟
" S B6187 2Xl 4.2 4.2 東西棟
61 B S B6120 8x2以上 2.9 2.7 南北棟
A 庁 S B6140 3x3 1.8 1.5 東北.棟

" S B5951 14x3 2.9 2.7 南北棟
DI " S B6172 6以上x2 3.0 3.0 南北棟

DI " S B6185 5以上x33.0 2.8 東西棟

" S B6191 5以上x2 3.0 2.7 東西棟
C S B6130 5x3 3.0 3.0 東西棟(北廟〉

" S B6141 5x2 2.1 2.1 南北棟
" S B6165 3x2 2.6 2.6 東西棟
1/ S B6175 6以上x4 2.4 3.0 南北棟(東西廟〉
1/ S D5961 東西溝
1/ SA6186 1.8i 東西柵
1/ S B6190 2以上x4 3.0 2.4 東西棟
1/ S B6195 1以上x4 3.0 東西棟 ? 
不明 S B5941 3xl 5.7 5.7 東西棟
1/ S B6173 6以上x4 2.3 2.6 南北棟(東西廟〉
1/ S B6188 3X2 1.8 2.3 東西棟

年報 1969正誤表

(35頁の第2表を下記のように訂正〉

昭
和
必
年
度
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調
査
概
報

第47・50-52次調査発見遺構第2表

「主馬」墨書土器?t 1図
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に
そ
ろ
う
o

そ
れ
で
、
こ
れ
を

ω
∞
E
U
Y
C

の
東
胞
と
も
あ
る
い
は
目
隠
し
の
柵

と
も
考
え
る
こ
と
、
が
で
き
る
。

ω
切

2
3
の
西

7
m
の
こ
と
ろ
に
あ
る
南
北
棟

ω
ω
2
3、
そ
の
北
の
東
西
棟

ω
ω
E
g
や
東
西
棟

ω
回
吉
∞
ブ
も
こ
の
期
に

造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

B

期

こ
の
期
に
は
、
新
た
に
掘
立
柱
建
物
7
棟
と
井
戸
1
基
が
造
営
さ
れ
て
い
る
。

調
査
地
域
の
西
端
に
あ
る
南
北
棟

ω
∞
E
N
O

は
桁
行
は

8
間
で
あ
る
が
、
梁

行
は
調
査
地
域
外
に
の
び
て
お
り

2
間
以
上
あ
る
。
こ
の
建
物
か
ら
東
日

m
に
南

妻
が
そ
ろ
う
南
北
棟

ω
切
巴
ち
が
あ
る
。
す
べ
て
の
柱
筋
に
柱
穴
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
柱
穴
に
礎
盤
と
し
て
瓦
を
敷
い
て
い
る
。
調
査
地
域
東
部
に
あ
る
南
北

棟
∞
∞
印
由
臼
は
、
桁
行
が
日
間
と
い
う
長
大
な
も
の
で
、
中
央
に
間
仕
切
が
あ

る。

ω
回
目
白
日
の
北
6
m
に
あ
る
南
北
棟

ω
切
合
芯
は
、
桁
行
が

6
間
以
上

で
西
側
柱
列
が

ω
回
3
2
の
西
側
柱
列
と
そ
ろ
っ
て
い
る
o

調
査
地
域
西
北
方
に

あ
る
東
妻
を
そ
ろ
え
た
東
西
棟
∞
切
巴
∞
日
と
東
西
棟

ω
回

2
2
は
い
ず
れ
も

西
端
、
が
調
査
地
域
外
に
あ
る
た
め
、
全
規
模
は
明
ら
か
で
な
い
。

ω
回
白
∞
印
は

桁
行
5
間
以
上
で
北
に
廟
が
あ
り
∞
切
{
白
∞
印
は
桁
行
4
間
以
上
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、

ω
∞
3
2
の
西
側
に
井
戸

ω
何
百
ま
が
あ
る
o

中
か
ら
「
主

馬
」
の
墨
書
の
あ
る
土
器
(
第
1
図
)
や
鉄
製
の
鋤
先
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
o

C

期

こ
の
期
に
は
、
掘
立
柱
建
物
8
棟
、
溝
]
条
な
ど
が
あ
る
o

南
北
棟

ω
∞品
目白

は
、
調
査
地
域
の
中
央
に
あ
り
、
桁
行
5
問
、
梁
行
2
聞
の
規
模
を
も
っ
。
東
西

棟

ω
四
百
ω。
は
北
廟
の
つ
い
た
建
物
で
あ
る
。
調
査
地
域
西
北
方
に
あ
る
東
西

煉

ω
∞
E
U
O

は
大
部
分
が
調
査
地
域
外
に
あ
り
、
そ
の
東
妻
の
み
を
検
出
し

た
。
南
北
棟

ω
回
色
目
は
、
東
西
に
噸
痛
が
あ
り
、
今
回
は
6
間
分
を
検
出
し

た
o

こ
の
ほ
か
に
、
東
西
棟
∞
∞

2
2
・
ω
回
品
目
白
・
東
西
柵

ω
〉

E
g
と

東
西
溝

ω
0
3
2
が
あ
る
o

以
上
に
あ
げ
た
遺
構
の
ほ
か
、
平
城
宮
造
営
前
の
遺
構
と
し
て
弥
生
時
代
の
土

棟
、
古
墳
時
代
の
溝
が
あ
り
、
平
城
宮
廃
絶
後
の
遺
構
と
し
て
井
戸
な
ど
が
あ

る
。
出
土
遺
物
に
は
、
木
簡
・
瓦
・
土
器
・
鉄
製
品
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
他

の
地
域
と
く
ら
べ
て
量
が
少
な
い
。
木
簡
は
い
ず
れ
も
貢
進
物
付
札
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
和
銅
5
年
の
年
紀
を
も
つ
も
の
が
あ
る
。
瓦
は
、
藤
原
宮
式
軒
瓦
や
興

福
寺
式
瓦
が
他
の
地
域
に
く
ら
べ
る
と
比
較
的
多
く
出
土
し
た
。

最
後
に
こ
の
地
域
の
調
査
結
果
を
総
括
す
る
。
検
出
し
た
遺
構
群
に
は
一
つ
の

ま
と
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
o

検
出
し
た
建
物
群
は
、
数
回
に
わ
た
っ
て
造
営
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
東
西

M
m
を
へ
だ
て
南
北
に
走
る

2
条
の
柵

ω
〉

8
8
と

ω
〉

g
g
の
聞
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
建
物
群
が
構
成
す
る

一
画
は
一
つ
の
官
街
ゃ
フ
ロ
ッ
ク
を
な
す
と
考
え
る
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
北
限
と
南

限
は
調
査
地
域
外
に
の
び
て
い
て
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
宮
城
西
面
中
門
(
佐

伯
門
)

・
北
門
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
東
に
の
び
る
道
に
よ
っ
て
限
ら
れ
る
と
す
る
と
、

東
西
お
丈
(
剖
m
)
南
北
加
余
丈
(
約
出
。
m
)

の
官
街
n

フ
ロ
ッ
ク
と
な
る
。
こ
の

官
街
に
ぞ
く
す
る
井
戸
は
出
土
し
た
土
器
か
ら
、
奈
良
時
代
末
に
廃
棄
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
、
こ
の
官
街
の
年
代
の
一
点
を
し
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
官
街
の
性
格
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
は
、
奈
良
時
代
末
に
ぞ
く
す

る
土
師
器
に
主
馬
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
(
第
l
図
)

0

こ
の
「
主
馬
」
に
関

連
す
る
官
と
し
て
は
、

「
主
馬
署
」
と
「
主
馬
寮
」
と
が
あ
る
。
主
馬
署
は
「
職

員
令
」
に
み
え
る
東
宮
の

一
部
署
で
あ
る
。
主
馬
寮
は
、
天
応
元
年
5
月
(
『
続
紀
』〉

36 



とれ
か、今

ら中回
、央検

こ部出
のがし
官空た
街地建
をと物
主な遺
馬つ構
寮てが
とい大
想る規
定こ模
でとな
き、官

よそ街
うしブ
。てロ
な桁ッ
お行ク

証つ地こ似位街の置模 84左平の内
すた域れし置ブ発さで丈・安長の
るとがはて・ロ掘れ、、右宮い周
とす、、い規ツでて宮東馬大建辺
同る主今る模ク確おの西寮内物部
時想馬田富とと認り西 35は裏がに
に定寮のすも、しプ域丈各図多記
、をで調図にそた今にの南でい置
そ傍あ査刀類の官回配規北はこさ

以
降
、
大
同
元
年
2
月
(
『
後
紀
』
)
ま
で
に
み
え
る
令
外
の
官
で
あ
っ
て
、
奈
良

時
代
末
か
ら
平
安
初
頭
の
一
時
期
に
、
左
右
馬
寮
を
統
合
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
。

.sB Sり51

日
円
日
以
日間

昭
和
必
年
度
平
城
宮
発
掘
調
査
概
報
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